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わ が 国 の 大学 教員市・場

L 採 用及 び 離職に 関す る 基 礎 的 な 記 述 統計 分 析 一

　 潮木守
一

（名古屋大学 ）

〇三浦真琴 （名古屋大学大学院）

○佐藤広志 （名古屋大学大学院）

1 ，は じ め に

　 わ が 国の大学の 本務教員数は学生 数と ともに 増

加 して お り、 1988年度の 教員数 ・ 学生数の いずれ

も 1965年度に 比 べ て 2．1倍 とな っ て い る（『学校基

本調査報告書』 に よ る）。

一
方 、 そ の 平均年齢は年

々高 くな っ て お り、 1971年度か ら 1986年度まで の

15年 間の推移を見る と、 全体で 3 歳の 上 昇で ある

（表 1 ： r学校教員統計調査報告書』 に よる） 。
，

そ の 年齢別構成比を見 ると 、 1971年度には 40歳未

満 が約半数 を占め て い た の が 、 漸次減少 し 、 1986

年度には 39％と 4 割に満たな くな っ て い る 。 そ の な

か でも特 に爭0歳 未満の若手教員層の 比率 が減少 し

て い る （図 1）。 他方、 採用教員数 ・ 離職教員数

とも に増加 して お り、
、1971年度か ら19B6年度にか

け て 前者 は 1．5倍 、 後者は L9 倍の 増加 で ある 。 そ

の 平均年齢は採用教員 の 場合 15年間で 2 歳 ほ ど上

昇 、 離職教員 の 場合 には大 きな変化 は見 られ な い

が、 常に本務教員の 平均年齢よ りも低 くな っ て い

る 。 さらに 採用者比率及び 離職者比率を見 ると、

前者は概ね 低下傾向に あ る の に 対 し 、 後者 は 1974

年度以降、 着実に 上昇傾向 にあ る 。
こ の よ うに わ

が国の大学教員市場は全体 として みれ ば拡大 して

い るが 、 年齢に 関して は老齢化の 傾向に 、 新陳代

謝 に 関 し て は低下の 傾向に あ る 。

　本研突の 目的は こ の よ うな 大学 教員 の 採用 。 離

職 に関す るデータか ら 、 わ が国 の 大学教 員市場 の

動態を分析する こ とにある。 その 中で も特に 「採

用 」 に関 して は 、 大 学教員 が ど こ か ら採 用 され て

い る の か とい う大学教員 の リ ク ル ー ト源の 分析が 、

「離職」 に 関 して は い か な る 理由 に よ っ て 教員 が

離職 し て い るの か の 分析が 中心とな る 。 こ こ で の

大学教員 とは 4 年制大学の 本務教員 （教授 ・助教

授 ・ 講師 。 助手）で あ り、 短大 ・ 高専等の教員は

含 まれな 、、
。 また採用とは大学教員市場外 部か ら

の新規採用者 を指 し、 他 の 大学か らの 転入者 お よ

び短大 ・ 高専等か らの 採用 者は含 まれな い 。 離職

に つ い て も同様 に 大 学教員 市場外 部 へ の 移動 の み

を対象 と し て い る 。 尚、資料 は 『学校教員統計調

査報告書』 （昭和46年〜61年度）の デ ータ に 基づ き

3 年閻隔の 時系列分析を行な う 。

2 ．採用状況に つ い て

　 図 2 に 専門分野毎 の 採用 教員数の 推移 を示す 。

い ずれの年度に お い て も 、 保健分野の採用教員数

が 全体 の 半数な い しそれ以 上を 占め て お り、 表 1
に お い て 全体 の 採用教員数が増加傾向に あるの は

、こ の 保健分野 の 動向に 依る もの で ある こ とがわか

る 。 保健以外の 分野で はむ し ろ減少傾向に あ る。

こ の よ うに一口 に大学の 採用教員 とい っ て も 、 半

数 以上が保健 分野 で 占め られでお り、 保健分野の

動 向 に よ っ て 全体 の 傾向が左右 され る の で ある が

こ の こ とは離職教員に つ い て も言える。一
方 〜本

務教員に つ い て は 、 保健分野の教員の割合は全体

の 3 割程度で あ る （表 2） 。
つ ま り．、 保健分野の

場 合は他の 専門分野 と比 べ て 採用者 ・ 離職者が非

常 に多 く、 採用教員の うち の お よそ 3分 の 1は、

そ の 所属先が附属病 院 に な っ て い る な ど、 保健分

野 の 教員 市場 の み 特殊 な 雇用慣行に もとつ い て い

る。 した が っ て 保健分野 とそれ以外の 専門分野．と

は 別々 に 扱 う必 要 があ．る 。 しか し資料に よ っ て は

専 門分野別 に 分 け ら れ な い もの もあ る の で 、 以 下

の 分析に お い て は 、 対象 を学部所属 の 本務教員に

限 定 して い る 。

　 採用教員の年齢構成の 変化をた どっ て みた の が

表 3 で あ る 。 い ずれ の 調査年度に お い て も 9割近
’
くが 30代以下の 「若手」 で 占め られ て い る 。 こ れ

は い わば 当然 で あ る と して 、 注 目す べ き は 20代の

採用者の 割合が 減 つ て 、 30代の割合が増 え て い る

こ とで あ る 。

　 表 4 に 操用教員の 平均年齢の変化を示 したが 、

こ こ か らも新規採用者 の 高年齢化傾向が 窺え る。

採 用教員 の 高年 齢化 の 原 囚 として は新規学 卒耆 自

体の高年齢化も さる こ と な が ら 、 卒業後直ちに 大

学 教員市場 に 入 ら な い ケ
ー

ス （OD 、 外 部市場経
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験者）の 増加 も考 え られ る 。 そ こ で 、 新規採用者

の 採用前の状況 に注 目す る こ とに する 。

　 表 5 に は 、 専門分野 の 如何を問わず集計 した学

部採用教員 とともに 、 保健分野の み を除 い た数値

を括弧内に記 したが 、 こ こ か ら次の よ うな こ とが

わか る 。 （1）官公庁か らの 採用者は、全体 で み る と

1977年か ら 1．980 年に か け て と 1983年 か ら 1986年 に

か けて大 きく増加 して い るが 、 これは保健分野に

よ るもの で （官公庁か ら大学教員市場に 入 っ て く

る 者の 7 割前後 は保健分野 へ の 採用者 で ある） 、

保健以外 の 分野 で は若干増加傾向が見 られ るもの

の 200人前後で あま り変わ っ て い な い と言える。

（2）民間企業 か らの 採用者を全体で 見る と 1983年度

まで はあま り変化 して い な い が 、 1986年度には大

き く増加 して い る。 こ れを保健分野 を除 い た数頭直

で 見て み る と、 19β3年 まで は減少 して お り1986年
に 再び増加に転 じて い る。 （3）一般教員（高校以下

の 教員等）か ら の 採用例は 、 保健分野で は 数え る

程 で あ り、 殆 ど が 保健以外 の 分野へ の 採用 と な っ

て い る 。 しか し そ の 数 は 減 っ て き て い る。 （4）自営

業出身者も
一

般 教員の 場合 と同傾 向に あ るが事例

は きわめ て少な い 。 （5）「そ の 他」 に つ い て は 特に

記載が な い の で 推測に頼 らざ る を え な い が 、 保健

以 外 の 分野に つ い て は 、 　「大学院な り大学な りを

卒業して 直ち に 採用され た （新規学卒者 ）わ けで

もな く、 か とい っ て表中の カテ ゴ リ
ーに あ るよ う

な外部市場を経由して い な い ような ケー
ス 」 が想

定で き る 。 即ち 、 オ ーバ ー ドク ターが こ こ に 含ま

れ て い るの で は な い か と考え られ る 。 そして （6）新
規学卒者が減っ て 「その 他 」 が増え て い るとい う

の が大体の 傾向だが、正983年に は こ の 傾向が い っ

た ん逆転 し、 　「新卒 」 が増 え て 「そ の 他 」 が減 っ

て い る。 こ れは 、 概 ね減少傾向に あ っ た 20代 の 採

用者が増え て 、 反対に増加傾向に あ っ た 30代の採

用者が
一

旦 減少 し た時期に あたる （表 3 参照）。

また上昇傾向に あ っ た助手採用者の平均年齢が い

っ た ん 「若返 っ た 」 時で もある （表 4 参照）。

　表 6 に 保健分野を除 い た採用教員の採用前の 状

況別構成比を示す 。 こ の 表か ら 、 以下の こ と が 言

え る。（1）新規学卒者＋ 「そ の他」 （外部市場を経

由 しな い ケー
ス ）が 、

一貫 し て 4分 の 3以上を 占

め る 。 （2）官公庁 ・民間企業か らの 採用が増加傾向

に あ り、一般教員・自営業か らの採用が 減少傾向に

あ る 。 即 ち 、 まだ 大学教 員 の リ ク ル
ー

ト源 として

は 、 大学院 （な い し大 学）が主なも の で あ るとは

い うもの の
、 官公庁 ・民間 か らの 採用 が 増 え つ っ

あ る とい う こ と で あ る 。 しか しな が らべ こ の 傾向

も国公立 と私立 とで 異 な っ て お り、 専 門分野毎 に

見て もそれぞれ の 分 野 の 特徴 が ある。こ うした点

に つ い て は 当 日 の 配布 資料 と と も に報告す る 。

3 ．離職状況に つ い て

　 先ず離職者の 年 齢構成を見よ う （表 7 ）。 い ず

れ の 年度 で 見 て も 、 60歳以上の 離職者は 全体の 3

割程度に す ぎな い
。
30代を見 て み る と 、 1977年度

にお い て は 3割 弱 で あ っ た もの が 、 1980年度以降

には 4 割前後 に な り、 60歳以上 の 離職教 員 を 10ポ

イ ン ト以上 も上 回 っ て い る。20代 の 離職 者も多 く

30代 と合 わせ る と離職 者全体 の 約 6 割に 達す る。

と こ ろで 離職理 由には 「転職」 ・「その他」 ・「定

年」 が大 きな比 率を 占め て い る （表 8 ） 。 60歳以

上の 離職者の場合 に は 、 離職理 由 と して は定年 退

職が 考え ら れ る が 、30代以下 の 教員 の 場合、離 職

理 由 は 主 に 転職 で あ る 。 転職 者 の 年齢構成 を 見 る

と （表 9 ） 、 30歳代 が多 く、 次い で 20代が 多い 。

こ の 両者を合わ せ る と 8 割を越 え る 。 つ まり離職

理 由の 中 で 最 も多 い 「転職」 者は 、 ど の 年齢層に

も平均 し て み られ る の で は な く、 若手 。 中堅の 教

員に 集中 し て い る の で あ る 。

　 とは い え表 2 で 見 た よう に 、 離職の 場 合に も採

用 と同様、 保健分野が最も多 い
。 学部段階で み て

も 、 離職教員全体の 6 割弱を 占め 、 さら に 転職者

に 占めるその 割合は 8割以上 とな っ て い る 。 した

が っ て 全体の 離職状況は こ の 保健分野の 動向に大

き く左右 され る 。 そ こ で 保健を除い た場合の 離職

理由 の構成比を 見て み よ う （表 8 中の 括弧内の 数

字）。 保健を含む場合に比 べ て 、 転職者 の 割合は

大 き く低下す る の で あ るが 、 1983年度か ら 1986年

度 へ の 変 化を見 てみ る と、 転職者 の 比率 の み高 く

な っ て い る の が わ か る 。 ま た 、 分野別に 本務教員

に 対す る離職教員 の 比率 をみ て み る と （表 10 ）

保健分野は きわ め て 高 い が 、 それ以外の 領域で は

2X・v3 ％程度で あ る 。 但 しい ずれ の 領域 に お い て も

1983年度よ り1986年度 の 方が比 率は高 くな っ て お

り、 特 に 自然科 学 の 各領域に お い て差が 大 きい 。

自然科学 の 分野 で は大学に おけ る実験施設 ・ 設備

の 更新の 遅れ等 、 環境条 件 の 悪化か ら若 い優秀 な

人材 が 、 最新鋭 の 機器 、 設術の 整 っ た 場 に流出す
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る事態を生ん で い る こ とが指摘されて い る が 、 保

健分野を除い て も転職者の 実数 ・ 比率 ともに大 き

くな っ て い る こ と 、 また 自然科学に お い て 離職者

比 率の増分が大 きい こ とは 、 こ の こ とと無関係で

はな い であ ろ う。

　 そ こ で分野別に 離職理由の構成比 を み ると 、 保

健を除 く5 つ の 分野 の 中で は 、 工学に お い て 転職

者 が多 く、 離職者の 5 分の 1か ら 4 分の 1 を 占め

て い る の が 最も高い 。 理学は 1983年度 で は転職者

は離職者の 1割に 満たなか っ たが 、 1986年度に は

55人の増加 、 比率で も 4 ポ イ ン ト以上 の 増加で あ

る 。 自然科学の 各領域を 合 わ せ れば 、 そ の 転職者

数は 全転職者 （保健 を除 く）の 半数以上を占め て

い る （1983年度 65．9X、 1986年度 51．5％） 。 1986

年 度 に比率 が下が っ て い る の は 、 自然科学にお い

て 転職者数が 減少 し たた．め で はな く、 そ の 他の 領

域 で 転職者数 が か な り増 え て い る ため で あ る 。 例．

えば 、 人文科学 ・ 社会科学の 場合 、 い ずれに お い

て も、 比率に し て ぼぽ 5 ポ イ ン トの増加で あ る。

さら に 、商船 ・ 家政 ・ 教育 。 芸術 ・ そ の 他を合わ

せ た場合 の 転 職者 の 離職教 員に 対す る 比
「
率は 1983

年度（12，4％）か ら 亅986年度（19．6％）に かけて 7 ポ イ

ン ト以上も増加 し て い る 。

　 こ の よ うに ど の 領 域に お い て も転職を理 由とす

る離職教員の 動 きは 注 目に値する と い え る 。

　尚 、 専門分野別の 離職理 由構成比 の資料（1983、

1986年度）、 及 び転職先（1970年代）等に つ い ては 、

当 日報告す る 。

裘 t　大 学 の 本 務 ・採 用 及 び 離 職 教 員 数 と そ れ ぞ れ の 平 均 年 齢 の 推 移
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fi　3　 採用 教 員 の 年齢 別 構 成 表 4 　職 名 別 採 用 教 員 の 平均 年齢 の 惟移

　 　 年 度 　 　 1977

年 齢 　 　 　N　 　 鬼

［980

　 　鶉

1983

　 　毘

1986

　 　％

年度 助 　 手 講 　師 助 教 授 教 　 授

N N N

30未 満 　　3225

30−40　　　t590
40−50　　　308
50−60　　　　207
60以 上 　 147
　 計 　 　 5477

58．9　 2473
29．0　　2543
5．6　 261
3．8　 　238
2．7　 　161
100　 5676

ρ
00000280。

　°
　．
　9
　°
0

344421442631 　 45．8　　2333
「
　40．2

2486　43r3　2763　47．7
220　　 3．8　　 255　　 4．4
248 　　4．3　　233 　　4．0
160　　2，8　　2】4　　3．7

5745　　　100　　5798　　　100

19771S80

亘9831986

28．429
，729
．630
．3

34．235
，035
．336
．3

5673L
［

［

3

4444 55．055
．758
．058
．3

表 5 　 採用 前の 状 況別 採 用 教 員 数 （括 弧 ＝ 保 健 以 外 計 ）

年 度 　 　 合 計 新 　 規 　 　 官 公 庁

学卒 者

民 　 間 　 一　 般

企 　 業 　 教 　 員

自営 業 　 　 そ の 他

」9771980198319865477（29・12）　2374（旦330）　599（197）　434（254）　204（201）
5676（2652）　1941（1046）　770（205）　432（234）　175（168）

5745（2479）　2172（且075）　700（209）　436（208）　117（i15）
579B（2516）　1721（　907）　842（2i且）　577（269）　121（119）

24（20）　1842 （　910）
25 （20）　2333（　979）
16（且6）　2304（　856）
【3〔10）　2524（1000）

表 6 　 採用 荊 の 状 況 別 採 用 教 員 数 の 構 成 比 （保 健 を 除 く）

年 度　　合 計 新 規 官 公庁 民 間
一 般

学 卒 者 　 　 　 　 　 企 　 業 　 教 　 員

臼 営 業 　 そ の 他

i977 　100 ．0（2912 ）

i980　韮00．0（2652）
1983　100．0（2479）
1986　100．0（2516）
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表 7 　離 職 教 員 の 年 齢 構成

年 齢構 成 1977　　　　　　　1980　　　　　　　1983　　　　　　　建986
闇　　（箔）　　　N　　　　（罵）　　　N　　　　（鑑）　　門　　（罵）

　 昌｝　　　3811　　（IOO）　4252　　（【00）　4762 　　（100 ）　5235 　　（10D ）
30歳未滴　　1083　（28，4）　　802　（1B．9）　［D12　（2i，3）　　S20　（17，6）
30　

−
　40　：106　（29．0）　1742　（41．0）　1842　（38．7）　2【72　（41 ．5＞

40　−　50　　295　（　7．7）　　373　（　8．8）　 377 　（　7．9）　 400　（　7．6）
50　−　60　　量24　（　3．3）　　171　（　4．0）　　218　（　4．6）　　2IO　（　4．0）
6e歳 以 上 1203 （31．6） 1164 （27．4） 1313 （27．6） t533 （29．3）

表 8 　 離 職 理 由別 構 成 比 （括弧＝保 健 以 外 ） 表 g　 r転 職 」 者 の 年 齢 別構成 比 （％）
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5．9（12．o）

26．9（24．5）

30歳 未 満
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5G − 60

60歳 以 上

30．3　 17．4
50←7　　64 ，5
13．5　　14．2
3 ，1　 3．0
2；5　 0．9
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表　1　0　　専 尸『ク｝里i男II　離 職 者 止匕率

年 度 　　計　　人文 　 祉 会 　 理 学 　 工 学 　 農 学 　 保 健

1983 　　 4，9　　 2．9 　　 2．6 　　 2．2 　　 2 ．6 　　 2．5 　　麕0．5
1986　　　　5．2　　　　3，［　　　 2．7　　　　2．6　　　　3，［　　　 3，0　　　10．7
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